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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス製の電波吸収パネルの複数枚を略水平方向に隣接させて立設し躯体に取り付ける
ためのパネル取り付け金具であって、
　略水平方向に隣接する前記電波吸収パネルの隣接部において異なる電波吸収パネルの下
隅部同士または上隅部同士を支持する２つのＵ字状溝を、面が垂直方向に並置された３枚
の側板と該側板の２枚の間にそれぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板とで構成した、
連設部と、
　前記連設部の一方のＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの側面のうち片方を塞ぐ
閉塞部材と、
　前記連設部の他方のＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの側面のうち前記閉塞部
材がある側面側の反対側の側面に着脱可能に設けられ、前記電波吸収パネルを前記連設部
に支持させた後に取り付けられるカバープレートと、
　を具備した、パネル取り付け金具。
【請求項２】
　前記パネル取り付け金具は、前記連設部のＵ字状溝が該Ｕ字状溝の底部に対して対称で
対に構成されている請求項１に記載のパネル取り付け金具。
【請求項３】
　ガラス製の電波吸収パネルの複数枚を略水平方向と略垂直方向に隣接させて立設し躯体
に取り付けるためのパネル取り付け金具であって、
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　略水平方向と略垂直方向に隣接する４枚の前記電波吸収パネルの隣接部において異なる
電波吸収パネルの２つの下隅部と２つの上隅部をそれぞれ支持する上方向に開口した２つ
および下方向開口した２つの計４つのＵ字状溝を、それぞれ垂直方向であり並置された３
枚の側板と該側板の２枚の間であってかつ端部ではない位置にそれぞれ水平方向に設けら
れた２枚の支持板とで構成した、連設部と、
　前記連設部の上下に対となっている２つのＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの
側面のうち片方を塞ぐ閉塞部材と、
　前記連設部の他方の対の２つのＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの側面のうち
前記閉塞部材がある側面側の反対側の側面に着脱可能に設けられ、前記電波吸収パネルを
前記連設部に支持させた後に取り付けられるカバープレートと、
　を具備した、パネル取り付け金具。
【請求項４】
　前記パネル取り付け金具の面であって、電波が到来する側の面の縦辺と横辺の長さが、
それぞれ３０ｍｍ以上で、到来電波の２波長以下である請求項１～３のいずれかに記載の
パネル取り付け金具。
【請求項５】
　前記パネル取り付け金具には、前記カバープレートを上下方向に挿入するための溝が形
成されている請求項１～４のいずれかに記載のパネル取り付け金具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載のパネル取り付け金具によって略矩形状に構成されて躯
体に取り付けられる複数枚の前記電波吸収パネルからなる電波吸収壁であって、
　前記パネル取り付け金具は、前記電波吸収パネルの隅部を支持する位置で、かつ前記閉
塞部材が同じ方向で、前記躯体に固定され、
　複数枚の前記電波吸収パネルの各パネルの左右辺の一方の辺の隅部は、該隅部を支持す
る位置の前記パネル取り付け金具の連設部のうち閉塞部材があるＵ字状溝に支持され、前
記左右辺の他方の辺の隅部は、該他方の辺の隅部を支持する位置の別の前記パネル取り付
け金具の連設部のうち前記カバープレートがあるＵ字状溝に支持され、
　前記カバープレートは、上下方向に連設された前記電波吸収パネルの全長に渡って、該
カバープレートを取り付ける方の連設部のＵ字状溝の開放されている一方の側面に連続し
て取り付けられることを特徴とする電波吸収壁。
【請求項７】
　前記電波吸収パネルは、前記躯体で形成される面に対する該電波吸収パネルの傾斜角が
、電波到来方向に向かって１～１０°となるように固定される請求項６に記載の電波吸収
壁。
【請求項８】
　上下方向に隣接する前記電波吸収パネルは、互いに１０ｍｍ以上で到来電波の１波長以
下の間隔を有して前記パネル取り付け金具に固定される請求項６又は７に記載の電波吸収
壁。
【請求項９】
　前記パネル取り付け金具には、前記電波吸収パネルに連結された該電波吸収パネル落下
防止用ワイヤが取り付けられている請求項６～８のいずれかに記載の電波吸収壁。
【請求項１０】
　前記カバープレートは、その長さ方向に分割されている請求項６～９のいずれかに記載
の電波吸収壁。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれかに記載のパネル取り付け金具を用い、
　前記電波吸収パネルの左右辺の一方の辺の隅部を、該隅部を支持する位置の前記パネル
取り付け金具の連設部のうち前記カバープレートを取り付ける方のＵ字状溝に貫通挿入し
、
　前記左右辺の他方の辺の隅部を、該他方の辺の隅部を支持する位置の別の前記パネル取
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り付け金具の連設部のうち前記閉塞部材のある方のＵ字状溝に向けて傾動して、該閉塞部
材のある方のＵ字状溝に挿入し、
　前記カバープレートを、該カバープレートを取り付ける方の連設部のＵ字状溝の開放さ
れている一方の側面に取り付け、
　前記電波吸収パネルの隅部を前記パネル取り付け金具に固定することを特徴とする電波
吸収パネルの取り付け方法。
【請求項１２】
　請求項１～５のいずれかに記載のパネル取り付け金具を用い、
　前記パネル取り付け金具を、前記電波吸収パネルの隅部を支持する位置で、かつ前記閉
塞部材が同じ方向で、前記躯体に固定し、
　前記電波吸収パネルの左右辺の一方の辺の隅部を、該隅部を支持する位置の前記パネル
取り付け金具の連設部のうち前記カバープレートを取り付ける方のＵ字状溝に貫通挿入し
、
　前記左右辺の他方の辺の隅部を、該他方の辺の隅部を支持する位置の別の前記パネル取
り付け金具の連設部のうち前記閉塞部のある方のＵ字状溝に向けて傾動して、該閉塞部の
ある方のＵ字状溝に挿入し、
　前記カバープレートを、上下方向に連設された前記電波吸収パネルの全長に渡って、該
カバープレートを取り付ける方の連設部のＵ字状溝の開放されている一方の側面に連続し
て取り付け、
　前記電波吸収パネルからなる前記電波吸収壁を構成することを特徴とする電波吸収壁の
施工方法。
【請求項１３】
　前記カバープレートは、その長さ方向に分割されており、前記分割されたカバープレー
トのうち最下部の連設部に取り付ける該カバープレートから順に挿入する請求項１２に記
載の電波吸収壁の施工方法。
【請求項１４】
　前記パネル取り付け金具は、長尺の金具取り付け部材に固定され、該金具取り付け部材
を介して前記躯体に固定される請求項１２又は１３に記載の電波吸収壁の施工方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に不要電波を吸収するための電波吸収パネルを躯体に取り付けるためのパ
ネル取り付け金具、及びこのパネル取り付け金具によって取り付けられた複数枚の電波吸
収パネルからなる電波吸収壁、並びに電波吸収パネルを、パネル取り付け金具を用いて躯
体に取り付ける電波吸収パネルの取り付け方法、及びパネル取り付け金具を用いた電波吸
収壁の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノンストップ料金所やフリーフローＥＴＣは、ＩＴＳ（Intelligent Transport System
s：高度道路交通システム）の一つであるＤＳＲＣ（Dedicated Short Range Communicati
ons：狭域通信）を利用した、ＥＴＣ（Electronic Toll Collection）の発達によって、
広く普及している。
【０００３】
　このノンストップ料金所やフリーフローＥＴＣで利用されるアンテナ設備周囲には、道
路構造物における電波多重反射に起因するシステム誤動作を防止するために、電波吸収パ
ネルが躯体（構造体）に設置されていることが多い。すなわち、ＤＳＲＣは、５．８ＧＨ
ｚの電波を使用しているが、この電波の乱反射に起因する不要電波による機器の誤動作低
減を目的に、システムの周囲には、不要電波を吸収する多数枚の電波吸収パネルからなる
電波吸収体（壁、天井、キャノピー）が設置されている。電波吸収パネルは、ノンストッ
プ料金所のキャノピー下部で最も多く使われている。この部分には、例えばカーボンを添
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加した発泡ポリエチレン、有機繊維質の電波吸収体が用いられている。
また、複数のＥＴＣレーンがある場合、その隔壁に電波吸収パネルが設けられることがあ
り、その場合には、安全性の確保のために視認性が求められることから、透明の樹脂性電
波吸収パネルが特許文献１の如く知られている。
【０００４】
　特許文献１には、ポリカーボネート製の電波吸収パネルが例示されており、躯体への施
工については、電波吸収パネルにボルト孔をあけ、ボルトで躯体に固定したり、金属やＦ
ＲＰなどの枠材によりパネル化し、これをＨ鋼支柱やケースに落とし込んだりする施工方
法が行われている。また、ボルト孔があけられた電波吸収パネルを、躯体にボルトで固定
する例が特許文献２にも開示されている。
【０００５】
　このように樹脂製の電波吸収パネルをボルトで躯体に固定する場合、ボルト孔からの水
分の浸入による抵抗膜の劣化、ポリカーボネートと抵抗膜との層間剥離の問題が懸念され
るため、ボルト孔にシール材を設置することが特許文献３の如く開示されている。
【特許文献１】“ＥＴＣ用透明電波吸収パネルの開発”　三菱電線工業時報　第１０１号
　Ｐ５１
【特許文献２】特開２００２－１４６９６４号公報、
【特許文献３】特開２００３－２８９２２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、発泡系、有機繊維質系の電波吸収体はその耐久性維持などの目的で、ケ
ースに入れられ、ケースに取付け機構を設けられることが多いが、ケースの利用はコスト
アップに繋がるという欠点があった。なお、ケースに電波吸収パネルを落とし込む施工方
法、及びＨ鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込む施工方法は、例えば最下段に施工された
電波吸収パネルが破損した場合、全ての電波吸収パネルをケースやＨ鋼支柱の上部から取
り出さなくてはならないため、破損した電波吸収パネルの交換作業に手間がかかるという
問題があった。
【０００７】
　また、樹脂製の電波吸収パネルにおけるボルト固定タイプの場合は、ボルト孔からの水
浸入による抵抗膜の劣化等の問題があるため、ボルト孔にシール材を設置する必要があり
、これもまた施工に手間がかかるという欠点があった。更に、ボルトの緩みも懸念され、
この場合には電波吸収パネルが躯体から脱落するというおそれもあった。
【０００８】
　一方でガラス製の電波吸収パネルが提案されている。ガラス製の電波吸収パネルは、繊
維系、発泡系の吸収体と異なり、剛性が高く、耐久性にも富むため、電波吸収パネルをケ
ースに入れたり、前面に保護材を付けたりしなくても利用可能である。また、同様に剛性
が高いポリカーボネート製吸収体と比較しもて、耐久性、耐擦傷性などに関して優れた性
能を有する。
【０００９】
　しかしながら、ガラス製の電波吸収パネルに関しては、孔加工することが難しく、孔加
工する場合には設置後にその部分に力がかかり、孔周りで高いガラス強度が必要となり強
化ガラスを使用せざるを得ずコストアップに繋がるため、特許文献２に開示されたボルト
による施工方法を採択することが難しい。また、上述の如く、Ｈ鋼支柱にガラス製の電波
吸収パネルを落とし込む施工方法も考えられるが、この施工方法では、電波吸収パネルが
ガラス製か樹脂製かによらず破損した電波吸収パネルの交換作業に手間がかかるとともに
、電波吸収壁の電波到来面側にＨ鋼支柱の金属面が電波吸収壁の高さ方向に連続して露出
するため、電波反射面が大面積となり、不要電波の吸収性能を損なうことなく施工ができ
ないという問題もあった。
【００１０】
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　このように特にガラス製の電波吸収パネルの場合には、電波吸収パネルを躯体へ容易に
取り付けるための施工方法、及び不要電波の吸収性能を従来のH鋼支柱に落し込む施工法
と比較して上げる施工方法が見出されていなかった。
【００１１】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、ガラス製の電波吸収パネルを躯体
に容易に取り付けることができるとともに、従来のH鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込
む施工方法と比較して、不要電波の吸収率を上げることができるパネル取り付け金具、及
び電波吸収壁、並びに電波吸収パネルの取り付け方法、及び電波吸収壁の施工方法を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のパネル取り付け金具は、前記目的を達成するために、ガラス製の電波吸収パネ
ルの複数枚を略水平方向に隣接させて立設し躯体に取り付けるためのパネル取り付け金具
であって、略水平方向に隣接する前記電波吸収パネルの隣接部において異なる電波吸収パ
ネルの下隅部同士または上隅部同士を支持する２つのＵ字状溝を、面が垂直方向に並置さ
れた３枚の側板と該側板の２枚の間にそれぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板とで構
成した、連設部と、前記連設部の一方のＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの側面
のうち片方を塞ぐ閉塞部材と、前記連設部の他方のＵ字状溝の長さ方向に開放されている
２つの側面のうち前記閉塞部材がある側面側の反対側の側面に着脱可能に設けられ、前記
電波吸収パネルを前記連設部に支持させた後に取り付けられるカバープレートと、を具備
したことを特徴としている。
【００１３】
　本発明によれば、躯体に固定されているパネル取り付け金具に、ガラス製の電波吸収パ
ネルの隅部のみを支持させて電波吸収パネルを施工する。このパネル取り付け金具は、２
つのＵ字状溝が連設されている連設部を有しており、このＵ字状溝に電波吸収パネルの隅
部を支持させて電波吸収パネルを躯体に取り付ける。
【００１４】
　このように本発明のパネル取り付け金具によれば、電波吸収パネルの隅部を支持する一
対のＵ字状溝からなる連設部、電波吸収パネルの略面内方向の位置を拘束する閉塞部材、
及び電波吸収パネルの脱落を防止するカバープレートから構成されているので、ガラス製
の電波吸収パネルを躯体に容易に取り付けることができる。また、連設部に連設された一
対のＵ字状溝は、略水平方向に隣接する前記電波吸収パネルの隣接部において異なる電波
吸収パネルの下隅部同士または上隅部同士を支持する２つのＵ字状溝を、面が垂直方向に
並置された３枚の側板と該側板の２枚の間にそれぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板
とで構成していることから、電波吸収壁の電波到来面側には、一対のＵ字状溝を形成する
面のうち一つのＵ字状溝を形成する面のみ露出される。そして、その露出面は、電波吸収
パネルの隅部のみ露出されているため、Ｈ鋼支柱による電波吸収パネルの支持形態と比較
して、不要電波の反射面の面積が大幅に削減されている。よって、本発明のパネル取り付
け金具によれば、従来のH鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込む施工方法と比較して、不
要電波の吸収率を大幅に上げることができる。
【００１５】
　また、本発明のパネル取り付け金具は、前記連設部のＵ字状溝が該Ｕ字状溝の底部に対
して対称で対になっていることが好ましい。これにより、一つのパネル取り付け金具によ
って、上下左右に隣接する電波吸収パネルの最大で四つの隅部を支持することができるの
で、電波吸収壁を施工する際に使用するパネル取り付け金具の使用個数を大幅に削減する
ことができる。
【００１６】
　更に、本発明のパネル取り付け金具は、ガラス製の電波吸収パネルの複数枚を略水平方
向と略垂直方向に隣接させて立設し躯体に取り付けるためのパネル取り付け金具であって
、略水平方向と略垂直方向に隣接する４枚の前記電波吸収パネルの隣接部において異なる
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電波吸収パネルの２つの下隅部と２つの上隅部をそれぞれ支持する上方向に開口した２つ
および下方向開口した２つの計４つのＵ字状溝を、面が垂直方向に並置された３枚の側板
と該側板の２枚の間であってかつ端部ではない位置にそれぞれ水平方向に設けられた２枚
の支持板とで構成した、連設部と、前記連設部の上下に対となっている２つのＵ字状溝の
長さ方向に開放されている２つの側面のうち片方を塞ぐ閉塞部材と、前記連設部の他方の
対の２つのＵ字状溝の長さ方向に開放されている２つの側面のうち前記閉塞部材がある側
面側の反対側の側面に着脱可能に設けられ、前記電波吸収パネルを前記連設部に支持させ
た後に取り付けられるカバープレートと、を具備することが好ましい。
【００１７】
　本発明のパネル取り付け金具によれば、４枚の電波吸収パネルの隅部を支持する４つの
Ｕ字状溝からなる連設部、電波吸収パネルの略面内方向の位置を拘束する閉塞部材、及び
電波吸収パネルの脱落を防止するカバープレートから構成されているので、ガラス製の電
波吸収パネルを躯体に容易に取り付けることができる。また、連設部に連設されたＵ字状
溝は、略水平方向と略垂直方向に隣接する前記電波吸収パネルの隣接部において異なる電
波吸収パネルの２つの下隅部と２つの上隅部をそれぞれ支持する計４つのＵ字状溝を、面
が垂直方向に並置された３枚の側板と該側板の２枚の間であってかつ端部ではない位置に
それぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板とで構成していることから、電波吸収壁の電
波到来面側には、４つのＵ字状溝を形成する面のうち２つのＵ字状溝を形成する面のみ露
出される。そして、その露出面は、電波吸収パネルの隅部のみ露出されているため、Ｈ鋼
支柱による電波吸収パネルの支持形態と比較して、不要電波の反射面の面積が大幅に削減
されている。よって、本発明のパネル取り付け金具によれば、従来のH鋼支柱に電波吸収
パネルを落とし込む施工方法と比較して、不要電波の吸収率を大幅に上げることができる
。さらに、一つのパネル取り付け金具によって、上下左右に隣接する電波吸収パネルの最
大で四つの隅部を支持することができるので、電波吸収壁を施工する際に使用するパネル
取り付け金具の使用個数を大幅に削減することができる。
【００１８】
　更に、本発明のパネル取り付け金具は、該パネル取り付け金具の面であって、電波が到
来する側の面の縦辺と横辺の長さが、それぞれ３０ｍｍ以上で、到来電波の２波長以下で
あることが好ましい。その面の一辺の長さが到来電波の２波長以下であると、その面によ
る不要電波の反射を小さく抑えることができる。また、パネル取り付け金具に電波吸収パ
ネルを支持させる飲み込み深さから、一辺が３０ｍｍ以上の長さが必要となる。
【００１９】
　また、本発明のパネル取り付け金具には、前記カバープレートを上下方向に挿入するた
めの溝が形成されていることが好ましい。これにより、上下方向に連設された複数の電波
吸収パネルの全長に渡って、カバープレートを上部から下部に向けて前記溝に順次挿入し
ていくことにより、上下方向に連設された複数のパネル取り付け金具に１枚のカバープレ
ート、又は分割された複数枚のカバープレートが装着される。このように、カバープレー
トを上下方向に挿入するための溝をパネル取り付け金具に形成することによって、上下方
向に連設された複数のパネル取り付け金具に対するカバープレートの装着作業が容易にな
る。
【００２０】
　本発明の電波吸収壁は、本発明のパネル取り付け金具によって略矩形状に構成されて躯
体に取り付けられる複数枚の前記電波吸収パネルからなる電波吸収壁であって、前記パネ
ル取り付け金具は、前記電波吸収パネルの隅部を支持する位置で、かつ前記閉塞部材が同
じ方向で、前記躯体に固定され、複数枚の前記電波吸収パネルの各パネルの左右辺の一方
の辺の隅部は、該隅部を支持する位置の前記パネル取り付け金具の連設部のうち閉塞部材
があるＵ字状溝に支持され、前記左右辺の他方の辺の隅部は、該他方の辺の隅部を支持す
る位置の別の前記パネル取り付け金具の連設部のうち前記カバープレートがあるＵ字状溝
に支持され、前記カバープレートは、上下方向に連設された前記電波吸収パネルの全長に
渡って、該カバープレートを取り付ける方の連設部のＵ字状溝の開放されている一方の側
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面に連続して取り付けられることを特徴としている。
【００２１】
　本発明の電波吸収壁によれば、本発明のパネル取り付け金具を使用して電波吸収パネル
を取り付けることにより構築されるため、電波吸収壁の施工が容易になり、また、従来の
H鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込む施工方法と比較して、不要電波の吸収率を大幅に
上げることができる。
【００２２】
　本発明の電波吸収壁において、前記電波吸収パネルは、前記躯体で形成される面に対す
る該電波吸収パネルの傾斜角が、電波到来方向に向かって１～１０°となるように固定さ
れることが好ましい。これにより、電波吸収パネルを取り付け金物に取り付けやすいため
電波吸収壁の施工性、取り付け金具の大きさ、電波吸収パネルの収まりなどの問題の発生
が少ない。また、この構成は、到来電波を連設部のカバープレートの方に直接到達させず
、反射させないようにすることが出来る。
【００２３】
　本発明の電波吸収壁において、上下方向に隣接する前記電波吸収パネルは、互いに１０
ｍｍ以上で到来電波の１波長以下の間隔を有して前記パネル取り付け金具に固定されるこ
とが好ましい。上下に隣接する電波吸収パネルの間隔が１０ｍｍ未満であると、電波吸収
パネルの施工が困難になり、また、到来電波の１波長を超えると電波が透過し易くなるか
らである。
【００２４】
　本発明の電波吸収壁において、前記パネル取り付け金具には、前記電波吸収パネルに連
結された該電波吸収パネル落下防止用ワイヤが取り付けられていることが好ましい。この
ように電波吸収パネルを、落下防止ワイヤを介してパネル取り付け金具に連結することに
より、電波吸収パネルがパネル取り付け金具から万が一脱落した際における、電波吸収パ
ネルの電波吸収壁からの脱落を防止することができる。脱落防止ワイヤの本数、連結位置
、及び長さは適宜であるが、パネル取り付け金具から脱落した電波吸収パネルが、路面に
落下しないように設定することがより好ましい。
【００２５】
　本発明の電波吸収壁において、前記カバープレートは、その長さ方向に分割されている
ことが好ましい。このようにカバープレートを長さ方向に分割することにより、例えば、
最上部の電波吸収パネルを交換する際に、上部に位置するカバープレートのみをパネル取
り付け金具から取り外せばよいので、分割されていない１本のカバープレートの場合と比
較して、電波吸収パネルの交換作業が容易になる。
【００２６】
　本発明の電波吸収パネルの取り付け方法によれば、本発明のパネル取り付け金具を用い
、前記電波吸収パネルの左右辺の一方の辺の隅部を、該隅部を支持する位置の前記パネル
取り付け金具の連設部のうち前記カバープレートを取り付ける方のＵ字状溝に貫通挿入し
、前記左右辺の他方の辺の隅部を、該他方の辺の隅部を支持する位置の別の前記パネル取
り付け金具の連設部のうち前記閉塞部材のある方のＵ字状溝に向けて傾動して、該閉塞部
材のある方のＵ字状溝に挿入し、前記カバープレートを、該カバープレートを取り付ける
方の連設部のＵ字状溝の開放されている一方の側面に取り付け、前記電波吸収パネルの隅
部を前記パネル取り付け金具に固定することを特徴としている。
【００２７】
　すなわち、本発明の電波吸収パネルの取り付け方法によれば、電波吸収パネルの左右辺
の一方の辺の隅部を、カバープレートを取り付ける方のＵ字状溝に貫通挿入し、この後、
電波吸収パネルの左右辺の他方の辺の隅部を、閉塞部材のある方のＵ字状溝に挿入して、
電波吸収パネルをパネル取り付け金具に支持させる。この後、カバープレートを連設部の
Ｕ字状溝の開放されている一方の側面に取り付け、電波吸収パネルの隅部をパネル取り付
け金具に固定する。この固定方法は、ボルトではなく、セッティングブロック、及びガス
ケット、湿式シール材等の水密性部材を用いて行うことが好ましい。また、既設の電波吸
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収パネルを交換する場合には、カバープレートをパネル取り付け金具から取り外し、先に
説明した取り付け手順とは逆の手順で電波吸収パネルを動かすことにより、交換する電波
吸収パネルをパネル取り付け金具から容易に取り外すことができる。
【００２８】
　本発明の電波吸収壁の施工方法によれば、本発明のパネル取り付け金具を用い、前記パ
ネル取り付け金具を、前記電波吸収パネルの隅部を支持する位置で、かつ前記閉塞部材が
同じ方向で、前記躯体に固定し、前記電波吸収パネルの左右辺の一方の辺の隅部を、該隅
部を支持する位置の前記パネル取り付け金具の連設部のうち前記カバープレートを取り付
ける方のＵ字状溝に貫通挿入し、前記左右辺の他方の辺の隅部を、該他方の辺の隅部を支
持する位置の別の前記パネル取り付け金具の連設部のうち前記閉塞部のある方のＵ字状溝
に向けて傾動して、該閉塞部のある方のＵ字状溝に挿入し、前記カバープレートを、上下
方向に連設された前記電波吸収パネルの全長に渡って、該カバープレートを取り付ける方
の連設部のＵ字状溝の開放されている一方の側面に連続して取り付け、前記電波吸収パネ
ルからなる前記電波吸収壁を構成することを特徴としている。
【００２９】
　本発明の電波吸収壁の施工方法によれば、まず、パネル取り付け金具を、電波吸収パネ
ルの隅部を支持する位置で、かつ閉塞部材が同じ方向となるように躯体に固定する。この
後、電波吸収パネルの取り付け方法に則ってパネル取り付け金具で電波吸収パネルを支持
していき、カバープレートを取り付け、電波吸収壁を構築する。
【００３０】
　本発明の電波吸収壁の施工方法によれば、前記カバープレートは、その長さ方向に分割
されており、前記分割されたカバープレートのうち最下部の連設部に取り付ける該カバー
プレートから順に挿入することが好ましい。これにより、例えば、最上部の電波吸収パネ
ルを交換する際に、上部に位置するカバープレートのみをパネル取り付け金具から取り外
せばよい。したがって、分割されていない１本のカバープレートの場合と比較して、電波
吸収パネルの交換作業が容易になる。
【００３１】
　本発明の電波吸収壁の施工方法によれば、前記パネル取り付け金具は、長尺の金具取り
付け部材に固定され、該金具取り付け部材を介して前記躯体に固定されることが好ましい
。パネル取り付け金具の躯体への取り付け形態として、パネル取り付け金具を溶接等で躯
体に直接固着してもよいが、金具取り付け部材にパネル取り付け金具を予め固定しておき
、これを電波吸収壁の施工の際に、躯体に固定するようにしてもよい。パネル取り付け金
具を１個ずつ躯体に現場で固定する施工方法よりも、パネル取り付け金具の製造工場で金
具取り付け部材に固定しておくことにより、現場では金具取り付け部材のみを躯体に固定
するだけでよいので、現場での施工作業性が向上する。
【発明の効果】
【００３２】
　以上の如く本発明によれば、ガラス製の電波吸収パネルを躯体に容易に取り付けること
ができるとともに、従来のH鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込む施工方法と比較して、
不要電波の吸収率を上げることができるパネル取り付け金具を提供することができ、また
、このパネル取り付け金具を使用した施工の容易な電波吸収壁、並びにこのパネル取り付
け金具を使用した施工の容易な電波吸収パネルの取り付け方法、及びこのパネル取り付け
金具を使用した施工の容易な電波吸収壁の施工方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、添付図面に従って本発明に係るパネル取り付け金具、及び電波吸収壁、並びに電
波吸収パネルの取り付け方法、及び電波吸収壁の施工方法の一例としてＥＴＣを例に取り
、好ましい実施の形態を説明する。
【００３４】
　図１は、実施の形態のガラス製の電波吸収パネル１０の断面図である。また、
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図２は、ＥＴＣ施設の一例としてフリーフローETCの概略を示したもので、路側アンテナ
１２周辺の側壁面に、複数枚の電波吸収パネル１０、１０…からなる電波吸収壁１４が設
置されている。なお、この電波吸収パネル１０が設置されるＥＴＣ施設は路側アンテナ１
２に限定されず、料金所アイランドの透明の隔壁等のＥＴＣ施設に設置することもできる
。
【００３５】
　電波吸収パネル１０は、図１の如くＰＶＢ又はＥＶＡ製の樹脂シートである中間膜１６
を２枚の非強化ガラス板１８、２０によって挟み込むことにより構成された合わせガラス
である。ここでガラス板１８は電波入射側のガラス板あり、ガラス板１８の中間膜１６と
の接触面には所定の抵抗値を有する導電膜２２が形成され、ガラス板２０の中間膜１６と
の接触面には所定の抵抗値を有する導電膜２４が形成されている。
【００３６】
　導電膜２２のシート抵抗値は、導電膜２４のシート抵抗値よりも大きく設定され、吸収
対象とする電波が導電膜２２を透過し、導電膜２４で反射され、反射された電波によって
相殺されるように構成されている。
【００３７】
　これらの導電膜２２、２４は透視性を有し、Ｓｎ、ＩｎおよびＺｎからなる群から選ば
れる１種以上の金属酸化物を主成分とする膜であり、例えばＦドープＳｎＯ2（ここで単
に酸化錫ともいう）、アンチモンドープＳｎＯ2 、ＳｎドープＩｎ2Ｏ3 （ＩＴＯ）、ア
ルミドープＺｎＯ、ガリウムドープＺｎＯなどを挙げることができる。実施の形態では、
透明の酸化錫（ＳｎＯ２）であり、ＣＶＤ法によりガラス面にコーティングされている。
【００３８】
　電波吸収パネル１０の製造方法は、酸化錫の導電膜２２、２４がＣＶＤ法によりコーテ
ィングされた２枚のガラス板１８、２０によって中間膜１６を挟み込み、これをオートク
レーブにて所定の温度に加熱するとともに所定の圧力でプレスすることにより製造される
。この製法は、合わせガラスの製法と基本的に同一である。
【００３９】
　樹脂シートである中間膜１６は、建築用の合わせガラスに使われるＰＶＢ、ＥＶＡ膜等
が利用される。ガラス小口が露出する場合は、水の影響が少ないＥＶＡ膜の利用が適して
いる。
【００４０】
　図３は、電波到来方向から見た電波吸収壁１４の正面図であり、図４は図３の電波吸収
壁１４をＡ－Ａ線から見た電波吸収壁１４の平面図、図５は図４に示した平面図の要部拡
大断面図である。なお、図３は、縦３列横６列の電波吸収パネル１０、１０…からなる電
波吸収壁１４を例示しているが、電波吸収壁１４のサイズはこの形態に限定されるもので
はない。
【００４１】
　図４、図５に示すように電波吸収パネル１０、１０…は、実施の形態のパネル取り付け
金具２８、２８…にその隅部が支持されて、躯体を構成する４本のＨ鋼支柱２６、２６…
に取り付けられている。これらのパネル取り付け金具２８、２８…は溶接、又はボルト等
によりＨ鋼支柱２６、２６…に直接固定されている。なお、後述するように取り付け金具
は、取り付け金具を取り付ける他の部材を介して、躯体に固定してもよい。
【００４２】
　図５、図６に示したパネル取り付け金具２８は、電波吸収壁１４において壁の内側に固
定される１０個のパネル取り付け金具である。また、電波吸収壁１４において、その４隅
部に固定されるパネル取り付け金具は、図７に示すパネル取り付け金具３０である。更に
、電波吸収壁１４において、上隅部を除く上辺側に固定されるパネル取り付け金具は、図
８に示すパネル取り付け金具３２である。更にまた、電波吸収壁１４において、下隅部を
除く下辺側に固定されるパネル取り付け金具は、図９に示すパネル取り付け金具３４であ
る。また、電波吸収壁１４の４隅部を除く左右の辺部に固定されるパネル取り付け金具は
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、図１０に示すパネル取り付け金具３６である。
【００４３】
　ここでは、本発明の特徴が具現化されている図５、図６のパネル取り付け金具２８の構
成について説明する。なお、図７～図１０に示したパネル取り付け金具３０、３２、３４
、３６の構成は後述するが、文中においてパネル取り付け金具２８と同一、又は類似の機
能を有する部分については同一の符号を付して説明する。
【００４４】
　パネル取り付け金具２８は、図６に示すように連設部３８、閉塞部材４０、及びカバー
プレート４２（図５参照）から構成される。
【００４５】
　連設部３８は、上方向に開口した２つのＵ字状溝４４、４６および下方向開口した２つ
のＵ字状溝４４、４６の計４つのＵ字状溝を、面が垂直方向に並置された３枚の側板５０
、５０Ａ、５４と、それらの側板の２枚の間（５０と５０Ａとの間、および５０Ａと５４
との間）にそれぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板４８、５２と、で構成している。
【００４６】
　上方向に開口したＵ字状溝４４は、Ｕ字状溝の底部である支持板４８と、U字の立ち上
がり部の一方である側板５０と、U字の立ち上がり部の他方である側板５０Aからなり、Ｕ
字状溝の長さ方向（電波吸収パネルの略面内方向）に開放されている２つの側面のうち、
一方は閉塞部材４０で閉塞され、他方はそのまま開放されている。同様に、上方向に開口
したＵ字状溝４４に連設される上方向に開口したＵ字状溝４６は、U字の底部である支持
板５２と、U字の立ち上がり部の一方である側板５４と、U字の立ち上がり部の他方である
側板５０Aからなり、Ｕ字状溝の長さ方向（電波吸収パネルの略面内方向）に開放されて
いる２つの側面のうち、一方はカバープレート４２（図６には図示していない）がＵ字状
溝４４の閉塞部材４０がある側と反対側の側面の方に着脱され、他方のＵ字状溝４４の開
放されている側と反対側の側面の方はそのまま開放されている。
【００４７】
　下方向に開口したＵ字状溝４４と４６は、上方向に開口したＵ字状溝４４と４６と同様
の構成である。ただし、電波吸収パネルの２枚を略水平方向に隣接させる場合には、支持
板４８、５２を側板５０、５０Ａ、５４の端部のうちどちらかの端部に水平に位置させて
もよい（図８と図９参照）。なお、図８においては、この支持板を、２枚の支持板が一体
となって端部に位置する支持板４７で表している。また、図９においては、支持板４８、
５２としているが、図８と同様に２枚の支持板を一体として端部に位置させてもよい。
【００４８】
　他方で、電波吸収パネルの４枚を略水平方向および略垂直方向に隣接させる場合には、
支持体４８、５２を図６のように、側板５０、５０Ａ、５４の端部ではない位置にそれぞ
れ水平に位置させる。この場合、上方向に開口したＵ字状溝４４、４６と下方向に開口し
たＵ字状溝４４、４６は、そのＵ字状溝の底部に対して対称、すなわち上下で対に形成さ
れることが好ましい。なお、実施の形態のパネル取り付け金具２８は、Ｕ字状溝４４、４
６を上下対称で一体に形成したが、上下別々に分離された構造であってもよい。しかしな
がら、Ｕ字状溝４４、４６を上下対称で対に形成すると、一つのパネル取り付け金具２８
によって、上下左右に隣接する電波吸収パネル１０、１０の最大で４つの隅部を支持する
ことができるので、電波吸収壁１４を施工する際に使用するパネル取り付け金具２８の使
用個数を大幅に削減することができるという利点がある。
【００４９】
　側板５０Ａと側板５４との対向面には、カバープレート４２を上下方向から挿入するた
めのガイド溝５６、５６が形成されている。すなわち、カバープレート４２は、連設部３
８のＵ字状溝４４、４６のうち、閉塞部材４０のないＵ字状溝４６の開放した側面に着脱
自在に取り付けられる。このカバープレート４２は、電波吸収パネル１０を連設部３８の
Ｕ字状溝４４、４６に支持させた後に取り付けられる。
【００５０】
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　次に、Ｈ鋼支柱２６、２６に固定されたパネル取り付け金具２８、２８に対する電波吸
収パネル１０の取り付け方法について、図１１を参照して説明する。なお、パネル取り付
け金具２８～３６は、電波吸収パネル１０の隅部を支持する位置で、かつ閉塞部材４０が
上下方向で同じ方向（重なる方向）となるようにＨ鋼支柱２６に予め固定されている。
【００５１】
　まず、図１１（Ａ）で示すように、電波吸収パネル１０の右辺の隅部１０Ａを、この隅
部１０Ａを支持する右側のパネル取り付け金具２８の連設部のうちカバープレート４２が
取り付けられるＵ字状溝４６に貫通挿入する。
【００５２】
　次に、電波吸収パネル１０の左辺の隅部１０Ｂを、この隅部１０Ｂを支持する左側のパ
ネル取り付け金具２８の連設部のうち閉塞部材４０のあるＵ字状溝４４に向けて傾動し、
この隅部１０Ｂを図１１（Ｂ）で示すように、閉塞部材４０のあるＵ字状溝４４に挿入す
る。これにより、電波吸収パネル１０の両隅部１０Ａ、１０Ｂが左右のパネル取り付け金
具２８、２８に支持される。
【００５３】
　次いで、図１１（Ｃ）の如く、カバープレート４２を、右側のパネル取り付け金具２８
のＵ字状溝４６の開放した側面に取り付け、パネル取り付け金具２８、２８から電波吸収
パネル１０の脱落を防止する。以上の作業により、電波吸収パネル１０がパネル取り付け
金具２８、２８によって支持されてＨ鋼支柱２６、２６に取り付けられる。
【００５４】
　このように複数枚の電波吸収パネル１０、１０…を上記作業手順で取り付けていくこと
により、電波吸収パネルを１枚ずつボルト固定する施工方法と比較して、電波吸収壁１４
を容易に施工することができる。なお、このような電波吸収パネル１０の取り付けは、電
波吸収パネル１０の４隅部に配置されている４個のパネル取り付け金具２８、２８…に対
して行われている。
【００５５】
　一方、既設の電波吸収パネル１０を交換する場合には、カバープレート４２をパネル取
り付け金具２８から取り外し、図１１で説明した取り付け手順とは逆の手順で電波吸収パ
ネル１０を動かすことにより、交換する電波吸収パネル１０をパネル取り付け金具２８、
２８から容易に取り外すことができる。
【００５６】
　ところで、カバープレート４２は図１２に示すように、Ｈ鋼支柱２６の最上部に固定さ
れているパネル取り付け金具３２に形成されたガイド溝５６、５６から下方向に全長に渡
って挿入される。これにより、カバープレート４２は、パネル取り付け金具３２の下方に
位置するパネル取り付け金具２８、２８…のガイド溝５６、５６に沿って順次挿入されて
いき、各パネル取り付け金具２８、２８…のＵ字状溝４６の開放した側面を閉塞する。そ
して、カバープレート４２は、Ｈ鋼支柱２６の最下段に固定されている、図９のパネル取
り付け金具３４のＵ字状溝４６に形成されているガイド溝５６、５６に挿入され、カバー
プレート４２の下端がＵ字状溝４６の支持板５２に当接する。これにより、カバープレー
ト４２の挿入作業が終了する。
【００５７】
　なお、カバープレート４２がパネル取り付け金具２８、３２、３４から容易に脱落しな
いようにカバープレート４２を、ボルトを使用してパネル取り付け金具２８、３２、３４
のうち少なくとも一つのパネル取り付け金具２８、３２、３４に固定してもよい。また、
カバープレート４２の所定の位置に、図１２の如く開口部４２Ａを形成し、この開口部４
２Ａに着脱用治具を挿入してカバープレート４２をパネル取り付け金具に対して脱着する
ことが好ましい。カバープレート４２を着脱させる手段は、開口部４２Ａに限定されるも
のではなく、例えば、カバープレート４２の所定の位置に把手を取り付けてもよい。
【００５８】
　以上述べたように、実施の形態のパネル取り付け金具２８によれば、電波吸収パネル１
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０の隅部を支持する一対のＵ字状溝４４、４６からなる連設部３８、電波吸収パネル１０
の面内方向の位置を拘束する閉塞部材４０、及び電波吸収パネル１０の脱落を防止するカ
バープレート４２から構成されているので、ガラス製の電波吸収パネル１０をＨ鋼支柱２
６に容易に取り付けることができる。
【００５９】
　また、連設部３８に連設された一対のＵ字状溝４４、４６は、Ｕ字状溝を、面が垂直方
向に並置された３枚の側板５０、５０Ａ、５４と該側板の２枚の間（５０と５０Ａとの間
、および５０Ａと５４との間）にそれぞれ水平方向に設けられた２枚の支持板４８、５２
とで構成していることから、電波吸収壁１４の電波到来面側には、Ｕ字状溝４６を形成す
る側板５４の面のみ露出される。そして、その側板の面は、電波吸収パネル１０の隅部に
対応する位置でのみ露出されているため、Ｈ鋼支柱のみで支持する電波吸収パネルの支持
形態と比較して、不要電波の反射面の面積が大幅に削減されている。よって、実施の形態
のパネル取り付け金具２８によれば、従来のH鋼支柱に電波吸収パネルを落とし込む施工
方法と比較して、不要電波の吸収率を大幅に上げることができる。
【００６０】
　更に、パネル取り付け金具２８には、カバープレート４２を上下方向に挿入するための
溝５６、５６が形成されているので、上下方向に連設された複数の電波吸収パネル１０、
１０…の全長に渡って、カバープレート４２を上部から下部に向けて装着することができ
る。このように、カバープレート４２を上下方向に挿入するための溝５６、５６をパネル
取り付け金具２８に形成することにより、上下方向に連設された複数のパネル取り付け金
具２８、２８…に対するカバープレート４２の装着作業が容易になる。
【００６１】
　また、パネル取り付け金具２８の側板５４の面は、図６に示すように縦辺の長さａと横
辺の長さｂが、それぞれ３０ｍｍ以上で、到来電波の２波長以下であることが好ましい。
パネル取り付け金具２８の側板５４のその面は、電波到来面側に露出する面である。その
側板５４の面の一辺の長さａ、ｂが到来電波の２波長以下であると、側板５４の面による
不要電波の反射を小さく抑えることができる。また、パネル取り付け金具２８に電波吸収
パネル１０を支持させる飲み込み深さから、一辺が３０ｍｍ以上の長さが必要となる。こ
こで、到来電波が５．８ＧＨｚの電波であれば、一辺の長さは約１０３．５ｍｍ以下とな
る。
【００６２】
　また、上記実施の形態では、図１３（Ａ）の如く、電波吸収壁１４の高さに相当する一
枚のカバープレート４２を使用したが、これに限定されるものではない。例えば、図１３
（Ｂ）の如く、カバープレート４２をその長さ方向に複数に分割し、分割されたカバープ
レート４３、４３…のうち最下部のパネル取り付け金具３４（図９参照）に取り付けるカ
バープレート４３から順に挿入することが好ましい。これにより、例えば、最上部の電波
吸収パネル１０を交換する際に、最上部に位置するカバープレート４３のみをパネル取り
付け金具２８、３２から取り外せばよい。したがって、分割されていない１本のカバープ
レート４２の場合と比較して、電波吸収パネル１０の交換作業が短時間で済む。カバープ
レート４２の分割数は、電波吸収パネル１０の一枚毎に分割してもよく、２枚毎に分割し
てもよい。
【００６３】
　図１４は、パネル取り付け金具２８、３２、３４を、長尺の金具取り付け部材５８に予
め固定し、この金具取り付け部材５８をＨ鋼支柱２６に固定した電波吸収壁１４の別の施
工例を示している。
【００６４】
　パネル取り付け金具２８、３２、３４のＨ鋼支柱２６への取り付け形態として、パネル
取り付け金具２８、３２、３４を溶接、ボルト等でＨ鋼支柱２６に直接固着してもよいが
、図１４の如く金具取り付け部材５８にパネル取り付け金具２８、３２、３４を予め固定
しておき、これを電波吸収壁１４の施工の際に、Ｈ鋼支柱２６に固定するようにしてもよ
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い。パネル取り付け金具を１個ずつＨ鋼支柱２６に現場にて固定する施工方法よりも、パ
ネル取り付け金具の製造工場で金具取り付け部材５８にパネル取り付け金具を予め固定し
ておくことにより、現場では金具取り付け部材５８のみをＨ鋼支柱２６に固定するだけで
よいので、現場での施工作業性が向上する。これは左右の両端に位置するパネル取り付け
金具３０、３６においても同様である。
【００６５】
　また、実施の形態の電波吸収壁１４による電波吸収パネル１０、１０…は、図４に示す
Ｈ鋼支柱２６、２６…で形成される二点鎖線の垂直面２６Ａ、すなわち躯体で形成される
面に対し、電波吸収パネル１０、１０…の傾斜角θ１が、電波到来方向に向かって１～１
０°となるように固定されていることが好ましい。この傾斜角度θ１が１～１０°であれ
ば、電波吸収パネルを取り付け金物に挿入しやすいため電波吸収壁の施工がしやすく、取
り付け金具は大きくなりすぎず、電波吸収パネルの収まりなどの問題の発生も少ない。ま
た、この傾斜角度によって、到来電波を連設部３８のカバープレート４２の方に直接到達
させず、反射させないようにすることが出来る。この傾斜角度θ１は、１～５°がより好
ましく、１～３°がさらに好ましい。
【００６６】
　さらに、実施の形態の電波吸収壁１４による電波吸収パネル１０、１０…は、到来する
電波の電波吸収パネルに入射する角度θ２が、０～８０°となることが好ましい。ＩＴＳ
－ＤＳＲＣでは、通信ゾーンを広げると指向軸角度は大きくなり、通信ゾーンに電波が入
射する角度は広くなる。これらが道路側方の遮音壁、擁壁、道路上の高架下面、トンネル
、側壁や、天井、および標識などの道路構造物に当たり、再反射することにより通信ゾー
ンを拡散するため、この入射角度が好ましい。この入射角度θ２は、5～７０°がより好
ましく、10～６０°がさらに好ましい。
【００６７】
　図３に示した電波吸収壁１４において、上下方向に隣接する電波吸収パネル１０、１０
は、互いに１０ｍｍ以上で到来電波の１波長以下の間隔ｓを有してパネル取り付け金具２
８に固定されることが好ましい。
【００６８】
　上下に隣接する電波吸収パネル１０、１０の間隔が１０ｍｍ未満であると、前述した施
工方法から、電波吸収パネル１０をパネル取り付け金具２８、２８に対して挿抜する際に
、上下に隣接する電波吸収パネル１０、１０と干渉するおそれがあるため、電波吸収パネ
ル１０の施工が困難になる。また、到来電波の１波長を超えると電波が透過し易くなるか
らである。ここで、到来電波が５．８ＧＨｚの電波であれば、その間隔ｓは約５１.７ｍ
ｍ以下となる。
【００６９】
　また、電波吸収壁１４において、図１３～図１５に示すように、パネル取り付け金具２
８には、電波吸収パネル１０に連結された電波吸収パネル落下防止用ワイヤ６０が取り付
けられていることが好ましい。
【００７０】
　このように電波吸収パネル１０を、落下防止ワイヤ６０を介してパネル取り付け金具３
２、２８等に連結することにより、電波吸収パネル１０がパネル取り付け金具３２、２８
等から万が一脱落した際における、電波吸収パネル１０の電波吸収壁１４からの脱落を防
止することができる。なお、１枚の電波吸収パネル１０における脱落防止ワイヤ６０の本
数、連結位置、及び長さは適宜であるが、パネル取り付け金具２８、３０等から脱落した
電波吸収パネル１０が、路面に落下しないように設定することがより好ましい。図１５で
は、リブ６２の左右の端部近傍に２本のワイヤ６０、６０が連結された例が示されている
。
【００７１】
　なお、脱落防止ワイヤ６０の一端はパネル取り付け金具側にボルト留め、リング状の取
付金具、溶接等により直接固着されている。一方、脱落防止ワイヤ６０の他端は、ガラス
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製の電波吸収パネル１０に直接固定することが困難なため、図１５に示すように、電波吸
収パネル１０の上縁部に嵌合されるリブ６２にボルト留め、リング状の取付金具、溶接等
によって直接固着されている。このリブ６２は、電波吸収パネル１０の下縁部にも嵌合さ
れ、電波吸収パネル１０との嵌合爪６４、６４…は、電波到来面側に最小の面積で露出す
るように、所定の間隔をもって複数形成されている。
【００７２】
　図１６には、パネル取り付け金具２８と電波吸収パネル１０との接合部の一例が縦断面
図で示されている。
【００７３】
　同図に示すように電波吸収パネル１０の縁部は、リブ６２によって保持されているが、
このリブ６２に対して電波吸収パネル１０の縁部は、セッティングブロック６６を介して
下縁が支持され、その両側がバックアップ材６８、６８を介して支持され、そのバックア
ップ材６８、６８上に水密性を担保するシール材７０が打設されている。なお、符号７２
はリブ６２のベースフレームである。
【００７４】
　そして、リブ６２の縁部がパネル取り付け金具２８に対して、セッティングブロック７
４を介して下縁が支持され、その両側がガスケット７６と中空ガスケット７８とを介して
支持されている。
【００７５】
　なお、図５に示したパネル取り付け金具２８と電波吸収パネル１０との接合部は、図１
６に示した接合部の構造と若干異なるが基本的な構成は同一である。
【００７６】
　次に、パネル取り付け金具３０～３６について説明する。
【００７７】
　図７に示すパネル取り付け金具３０は、電波吸収壁１４の４隅部に固定されるものであ
り、１枚の電波吸収パネル１０の隅部を保持するＵ字状溝４４のみ形成され、その側面の
開放部は閉塞部材４０によって閉塞されている。符号４５は天板又は底板であり、電波吸
収壁１０の上隅部に取り付けられた場合には、天板として機能し、下隅部に取り付けられ
た場合には底板として機能する。
【００７８】
　図８に示したパネル取り付け金具３２は、電波吸収壁１４の上隅部を除く上辺側に固定
されるものであり、Ｕ字状溝４４、４６が形成されている。符号４７は支持板に相当し天
板である。
【００７９】
　図９に示したパネル取り付け金具３４は、電波吸収壁１４の下隅部を除く下辺側に固定
されるものであり、この構成については前述したのでここではその説明を省略する。
【００８０】
　図１０に示したパネル取り付け金具３６は、電波吸収壁１４の４隅部を除く左右の辺部
に固定されるものであり、Ｕ字状溝４４、４４のみが上下で対に構成されている。
【００８１】
　〔産業上の利用性〕
　実施の形態では、非強化ガラス製の電波吸収パネル１０を支持するパネル取り付け金具
について説明したが、強化ガラス製の電波吸収パネルでも適用できる。しかしながら施工
において、電波吸収パネルに孔あけ加工が不要なので、コスト的には非強化ガラスが有利
である。また、ガラス製に限定されず、樹脂製の電波吸収パネルにも適用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】実施の形態に係る電波吸収パネルの断面図
【図２】ＥＴＣ施設の概略構造図
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【図３】電波到来方向から見た電波吸収壁の正面図
【図４】図３に示した電波吸収壁の平面図
【図５】図４に示した電波吸収壁の要部拡大断面図
【図６】実施の形態のパネル取り付け金具の斜視図
【図７】電波吸収壁の隅部に固定されるパネル取り付け金具の斜視図
【図８】電波吸収壁の上縁部に固定されるパネル取り付け金具の斜視図
【図９】電波吸収壁の下縁部に固定されるパネル取り付け金具の斜視図
【図１０】電波吸収壁の左右縁部に固定されるパネル取り付け金具の斜視図
【図１１】電波吸収パネルの取り付け手順を示した説明図
【図１２】パネル取り付け金具にカバープレートが装着された要部斜視図
【図１３】一枚と分割されたカバープレートを示した要部斜視図
【図１４】金具取り付け部材にパネル取り付け金具が取り付けられた説明図
【図１５】電波吸収パネルのリブに脱落防止ワイヤが連結された説明図
【図１６】パネル取り付け金具と電波吸収パネルとの接合部の縦断面図
【符号の説明】
【００８３】
　１０…電波吸収パネル、１２…路側アンテナ、１４…電波吸収壁、１６…中間膜、１８
…ガラス板、２０…ガラス板、２２…導電膜、２４…導電膜、２６…Ｈ鋼支柱、２８、３
０、３２、３４、３６…パネル取り付け金具、３８…連設部、４０…閉塞部材、４２…カ
バープレート、４４、４６…U字状溝、４７、４８、５２…支持板、５０、５０Ａ、５４
…側板、５６…ガイド溝、５８…金具取り付け部材、６０…落下防止ワイヤ、６２…リブ
、６４…嵌合爪、６６…セッティングブロック、６８…バックアップ材、７０…シール材
、７２…ベースフレーム、７４…セッティングブロック、７６…ガスケット、７８…中空
ガスケット

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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